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私
は
二
〇
一
四
年
度
の
外
国
人
研
究
者
と
し
て
日
文
研
に
い
ま
し
た
。
帰
国
す
る
前
に
、
伊
東
さ
ん
の
ご
依

頼
を
受
け
て
、
日
文
研
の
研
究
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
、
一
回
、
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の

主
張
を
簡
単
に
い
え
ば
、
日
本
研
究
は
東
ア
ジ
ア
文
明
と
の
共
同
性
と
連
続
性
に
立
脚
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
存
在
理
由
が
無
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
伊
東
さ
ん
の
大
作
『
思
想
と
し
て
の
近
世
中
国
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
を
中
国
語
に
訳
し
て
い
る
う
ち
、
朱
子
学
を
勉
強
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得

ま
し
た
。
其
の
時
、
生
ま
れ
た
疑
問
は
朱
子
学
が
ど
の
よ
う
に
日
本
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
。
私
の
本
来
の

問
題
意
識

―
東
ア
ジ
ア
文
明
は
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
内
部
の
政
治
理
念
が
中
国
的
な
権
原
か
ら
日
本
的
な
法

原
の
変
遷
過
程
を
辿
っ
て
き
ま
し
た
（
拙
論
「
近
代
中
国
の
思
想
と
革
命
研
究
覚
書

―
日
本
か
ら
の
思
想
的

な
要
因
を
中
心
に
」（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
研
究
』
第
五
一
集
、
平
成
二
七
年
三
月
）。「
法

原
」
と
い
う
発
想
か
ら
出
発
し
て
、
徂
徠
研
究
を
通
じ
て
、
徐
々
に
藤
原
惺
窩
以
来
の
朱
子
学
受
容
史
に
対
す

る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
惺
窩
は
「
在
親
民
」
と
い
う
『
大
学
』
に
出
た
言
葉
を
「「
在
親
民
」
ト
ハ
、「
民
」

は
士
・
農
・
工
・
商
ノ
四
民
ノ
四
業
也
。「
親
」
ト
云
字
二
、
親
愛
養
育
の
心
あ
り
」（『
大
学
要
略
』）、「
親
ト

云
字
に
親
愛
養
育
ノ
心
ア
リ
。
ス
ナ
ワ
チ
養
の
義
也
」（『
大
学
逐
鹿
評
』）
と
理
解
し
、
新
儒
学
の
「
新
」
の

解
釈
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
朱
子
学
受
容
の
関
心
は
最
初
か
ら
政
治
秩
序
の
再
建
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
つ
ま
り
、
伝
統
中
国
に
お
い
て
は
、
朱
子
学
の
道
徳
論
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
対
し
て
、
日
本
の
朱
子
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学
関
心
は
む
し
ろ
共
通
の
政
治
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
創
出
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
朱
子
学
の
本
家
の
朱

子
学
理
解
と
日
本
の
朱
子
学
受
容
と
の
違
い
を
考
え
る
問
題
は
思
想
史
の
課
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
政
治
史
の

課
程
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
中
国
的
な
権
原
の
も
と
で
、
朱
子
学
の
利
用
価
値
は
心
性
道
徳
の
領
域
に
限
ら
れ

て
、
日
本
的
な
法
原
の
も
と
で
、
朱
子
学
は
戦
国
時
代
を
経
て
幕
府
再
建
の
政
治
道
徳
の
資
源
に
な
り
ま
し
た
。

藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
〜
一
六
一
九
）
を
始
め
、
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
〜
一
七
一
四
）、
伊
藤
仁
斎

（
一
六
二
七
〜
一
七
〇
七
）、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）、
会
沢
安
、
吉
田
松
陰
、
西
周
等
を
経
て
、

朱
子
学
の
「
内
」
的
要
素
を
「
外
」
的
に
転
換
さ
せ
、
新
た
な
政
治
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
出
現
を
根
拠
づ
け
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
、
明
清
朝
の
代
替
モ
デ
ル
と
し
て
の
明
治
維
新
が
育
ま
れ
た
と
考

え
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
日
清
戦
争
を
経
て
、
出
現
し
た
浮
田
和
民
の
「
国
民
的
国
家
」
論
、
内
藤
湖
南
の

「
に
が
り
」
説
（『
日
本
文
化
史
研
究
・
日
本
文
化
と
は
何
ぞ
や
（
其
一
）』）、
西
田
幾
太
郎
の
国
家
論
（「
国
家

は
統
一
し
た
一
の
人
格
で
あ
っ
て
、
国
家
の
制
度
法
律
は
か
く
の
如
き
共
同
意
識
の
意
志
の
発
現
で
あ
る
（
こ

の
説
は
古
代
で
は
プ
ラ
ト
ー
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
、
近
代
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
で
あ
る
）。」
氏
著
『
善
の
研

究
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年
、
二
一
五
頁
）、
橘
樸
の
ア
ジ
ア
思
想
、
丸
山
真
男
の
日
本
政
治
思
想
研
究
等

は
い
ず
れ
も
西
洋
並
の
近
代
国
家
の
観
念
に
立
脚
し
て
い
る
故
に
、
こ
の
よ
う
な
国
家
観
に
よ
る
東
洋
文
明
の

再
生
を
図
る
と
い
う
二
律
背
反
の
命
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
「
仁
義
」
論
は
明
治
時
代
に
入
っ

て
、
次
第
に
井
上
哲
次
郎
流
の
道
徳
論
に
と
っ
て
か
わ
り
ま
し
た
。
近
代
日
本
の
国
家
思
想
や
行
動
に
刺
激
を

受
け
た
現
代
中
国
も
全
く
同
じ
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
日
本
と
の
利
益
的
、
領
土
的
、
主
権
論
的
な
衝
突
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

問
題
の
解
決
は
も
う
一
度
孔
子
や
江
戸
時
代
の
「
仁
義
」
論
に
立
ち
返
っ
て
い
く
外
に
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
、
京
都
大
学
法
学
部
に
訪
問
学
者
と
し
て
滞
在
し
な
が
ら
、
思
想
圏
と
し
て
の
日
本
政
治
思
想
研
究
の
可
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能
性
を
考
え
始
め
て
い
ま
す
。

丸
山
真
男
は
一
九
六
五
年
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
録
の
中
で
、「
東
洋
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
に
対
し

て
、「「
東
洋
」
は
新
し
い
文
化
圏
と
し
て
十
九
世
紀
中
葉
に
成
立
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
東
洋
と
い
う
地
理
的
区

別
も
な
か
っ
た
し
、
文
化
的
に
一
つ
の
特
別
の
も
の
と
い
う
自
覚
も
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
言
葉
は
古
く
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
す
。
彼
は
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
に
於
い
て
も
こ
う
い
う
見
地
に
立
脚

し
、「
シ
ナ
帝
国
と
同
じ
く
シ
ナ
学
界
も
真
の
思
想
的
対
立
を
経
験
し
な
か
っ
た
」
と
見
、「
徂
徠
学
に
お
い
て

絶
頂
に
達
す
る
と
こ
ろ
の
、
朱
子
学
に
対
す
る
、
よ
り
正
確
に
は
朱
子
学
的
思
惟
方
法
に
対
す
る
、
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
の
成
長
を
尋
ね
よ
う
」
と
し
、
伝
統
中
国
の
政
治
思
想
を
「
反
面
教
師
」
と
し
た
形
で
日
本
政
治
思
想

史
の
枠
組
み
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
丸
山
の
「
東
洋
文
明
」
不
在
論
は
津
田
左
右
吉
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
ま
た
東
洋
文
明
を
一
つ
の
思
想
圏
と
し
て
認
め
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
は
西
洋
中
心
の
価
値
観
に
左
右
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

山
室
信
一
が
『
思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
の
中
で
提
出
し
た
思
想
連
鎖

の
問
題
も
結
局
は
西
洋
由
来
の
近
代
概
念
が
日
本
の
漢
訳
化
を
通
じ
て
漢
字
文
化
圏
に
受
容
さ
れ
た
話
に
な
り

ま
す
。
漢
字
文
化
圏
の
存
在
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
西
洋
の
衝
撃
に
対
応
で
き
ま
し
た
が
、
我
々
は
東
ア
ジ
ア
政

治
史
を
語
る
時
、
ほ
と
ん
ど
漢
字
文
化
圏
そ
の
も
の
の
存
続
原
理
を
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
。
溝
口
雄
三
は
「
文

明
圏
」
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
ま
す
。「
文
明
圏
と
い
う
の
は
、
実
体
的
な
あ
る
圏
域
と
し
て
存
在
し
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
単
に
あ
る
一
つ
の
関
係
構
造
に
す
ぎ
な
い
」。
確
か
に
我
々
は
漢
字
文
化
圏
を
「
あ
る
一
つ

の
関
係
構
造
」
と
し
て
し
か
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、「
あ
る
圏
域
」
こ
そ
、「
あ
る
一
つ
の
関
係
構

造
」
を
可
能
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
あ
る
圏
域
」
へ
の
自
覚
は
存
在
構
造
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

明
治
維
新
後
、
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
「
関
係
構
造
」
の
中
身
た
る
政
治
的
関
係
や
文
化
的
基
体
に
大
き
な
変
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化
が
発
生
し
て
お
り
、
明
治
維
新
に
対
し
て
、
伝
統
中
国
は
そ
の
文
明
の
内
部
か
ら
衝
撃
を
受
け
、
近
代
に
向

か
っ
て
再
建
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

近
代
東
ア
ジ
ア
〝
文
明
〞
圏
の
形
成
に
つ
い
て
、
狭
間
直
樹
は
こ
う
指
摘
し
ま
す
。「
西
洋
近
代
文
明
を
受

容
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
中
華
〝
世
界
〞
に
お
け
る
多
く
の
和
製
漢
語
の
作
成
、
そ
れ
の
中
国
へ
の
移
入
と
そ

の
後
の
展
開
は
、
ま
さ
に
東
ア
ジ
ア
〝
文
明
〞
圏
の
誕
生
を
示
す
も
っ
と
も
端
的
な
証
明
な
の
で
あ
る
」。
実

は
、
こ
の
よ
う
な
近
代
用
語
や
西
洋
由
来
の
思
考
様
式
に
結
ば
れ
た
東
ア
ジ
ア
の
〝
文
明
圏
〞
は
、
あ
る
意
味

に
お
い
て
は
、
漢
字
文
化
圏
を
一
文
明
と
し
て
ま
と
め
上
げ
た
内
的
結
合
関
係
を
崩
壊
さ
せ
ま
し
た
。

幕
末
日
本
で
も
知
ら
れ
た
清
代
の
史
学
家
、
趙
翼
（
一
七
二
七
〜
一
八
一
四
）
は
一
九
世
紀
の
初
め
出
版
し

た
『
二
十
二
史
劄
記
』
巻
三
四
「
天
主
教
」
の
中
で
、
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。「
儒
教
は
中
国
の
地
だ
け
で
な

く
、
南
に
お
い
て
は
ベ
ト
ナ
ム
、
東
に
お
い
て
は
琉
球
、
日
本
、
朝
鮮
に
至
っ
て
い
る
」。
こ
れ
は
一
種
「
儒

教
」
な
る
文
化
を
文
明
概
念
の
判
断
基
準
と
し
、
西
洋
文
明
か
ら
の
圧
力
の
下
で
、
清
代
中
後
期
の
知
識
人
た

ち
が
東
ア
ジ
ア
文
明
の
存
在
を
意
識
し
出
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
渡
辺
浩
は
「
東
ア
ジ
ア
」
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
「
異
国
」
と
い
う
言
葉
は
、

中
国
、
朝
鮮
、
琉
球
、
蝦
夷
、
韃
靼
、
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
国
や
地
域
を
指
す
も
の
で
、
そ
の
「
外
」
た
る
西

洋
や
他
の
国
々
と
違
い
一
定
の
文
化
を
共
有
し
、
何
よ
り
も
漢
字
を
知
り
食
事
に
箸
を
使
う
、
と
い
う
こ
と

で
、
い
わ
ば
、
漢
字
文
化
圏
、
箸
文
化
圏
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
現
代
日
本
語
で
い
う

「
東
ア
ジ
ア
」
に
、
お
お
む
ね
合
致
し
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
の
文
明
地
図
は
漢
字
文
化
圏
と
し
て
、
他
の
文
化
圏

と
異
な
る
「
共
通
」
の
文
化
的
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
外
」
か
ら
見
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア

文
明
に
独
特
の
文
字
体
系
、
独
特
の
思
想
体
系
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内
部
に
も
、
一
枚
岩
の
よ
う

な
存
在
で
は
な
く
、
文
明
触
変
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
出
し
な
が
ら
、
あ
る
種
の
生
命
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力
を
呈
し
て
い
ま
す
。
近
代
東
ア
ジ
ア
政
治
史
も
漢
字
文
明
圏
の
中
で
展
開
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
裏
付
け

る
よ
う
な
思
想
史
の
研
究
も
必
要
で
し
ょ
う
。

東
ア
ジ
ア
政
治
思
想
史
に
共
通
の
テ
ー
マ
は
、
政
治
的
「
私
」
に
よ
る
社
会
的
「
公
」
へ
の
抑
圧
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
君
主
制
と
の
朱
子
学
的
な
連
帯
関
係
の
解
除
は
近
代
東
ア
ジ
ア
文
明
圏
を
形
成
さ
せ
た
社
会
契
約

的
な
絆
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
転
換
の
な
か
で
中
江
兆
民
の
説
い
た
天
皇
の
役
割（「
天

の
説
」）
が
憲
法
理
念
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
魏
源
の
提
起
し
た
憲
政
的
な
問
題
（
万
事
莫
備

於
六
官
、
而
朝
廷
為
出
治
之
原
）
は
政
治
的
「
私
」
か
ら
社
会
的
「
公
」
へ
の
憲
法
理
念
の
転
換
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
、
太
平
天
国
の
衝
撃
を
受
け
て
明
治
維
新
の
最
大
な
政
治
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
瀧
井
先
生
の
明
治
維
新
研
究
班
に
参
加
し
、
斉
藤
拙
堂
に
よ
る
『
経
世
文
編
抄
』
及
び
、
そ
れ
が
吉
田
松

陰
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
清
朝
経
世
思
潮

―
明
治
維
新

―

辛
亥
革
命
を
東
ア
ジ
ア
政
治
思
想
の
展
開
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
村
久
四
郎
は
曽
て
中
国
文
化
と
日
本
文
化
を
本
流
と
支
流
、
緯
線
と
経
線
、
偶
然
と
必
然
に
譬
え
、
両
者

の
関
係
を
論
じ
て
、
こ
う
指
摘
し
ま
す
。「
支
流
が
何
程
数
多
く
あ
っ
て
も
、
本
流
の
源
遠
く
流
れ
長
く
し
て

河
道
の
又
大
な
る
に
は
及
ば
な
い
。
緯
線
は
短
い
距
離
に
於
て
忽
ち
左
に
ゆ
き
、
忽
ち
右
に
ゆ
き
、
其
色
も
亦

変
化
錯
雑
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
到
底
経
線
の
一
定
貫
通
す
る
長
き
に
及
ば
な
い
。
併
し
、
文
彩
錯
綜
し
て
、

美
し
く
織
り
な
す
に
は
、
緯
線
の
力
を
要
す
る
。
又
必
然
は
一
定
確
実
で
あ
る
が
、
不
変
単
調
と
い
ふ
長
所
も

あ
り
短
所
も
あ
る
。
偶
然
は
不
確
定
で
あ
る
が
、
事
物
を
変
化
複
調
な
ら
し
む
る
作
用
が
あ
る
。」
私
は
こ
の

よ
う
に
自
分
の
帰
属
し
て
い
る
文
明
を
共
変
的
に
複
眼
的
に
捉
え
る
姿
勢
に
共
鳴
を
覚
え
て
い
ま
す
。

（
杭
州
師
範
大
学
国
学
院
教
授
）


